
令
和
七
年
度

国

語

採

点

基

準

大
問

解

答

配

点

備

考

学
校
の
歴
史

４

１

(1)

(1)

(2)

(4)

か
な
書
き
の
も
の
も
、
誤
字
、
あ
て
字
が

詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
を
続
け
て
質
問
で
き
る
と

４

あ
る
も
の
も
認
め
る
。

(2)

い
う
よ
さ
。

１

６

同
じ
内
容
で
あ
れ
ば
よ
い
。

(1)

(2)

３

４

１

(3)

上
記
の
例
以
外
で
も
、
条
件
を
満
た
し
、

(4)

（
例
）
［
吉
川
さ
ん
に
と
っ
て
］
遠
足
は
長
い
距
離
を

４

適
切
な
内
容
で
あ
れ
ば
よ
い
。

(4)

歩
い
て
疲
れ
た
が
、
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
食
べ
て

楽
し
か
っ
た
［
と
い
う
思
い
出
の
行
事
だ
っ
た
。］

３

ウ
(1)

ア

ぞ
う
て
い

イ

り
ゅ
う
せ
い

５

上
記
の
例
以
外
で
も
、
条
件
を
満
た
し
、

(1)

ウ

せ
ん
さ
く

エ

ぬ
ぐ

(

各
１)

同
じ
内
容
で
あ
れ
ば
よ
い
。

オ

さ
と

２

カ

職
務

キ

民
衆

５

２

ク

裁
量

ケ

逆

(

各
１)

１

４

Ⅰ

(3)

(4)

コ

暮

上
記
の
例
以
外
で
も
、
条
件
を
満
た
し
、

同
じ
内
容
で
あ
れ
ば
よ
い
。

２

２

(2)

ア

お
お
か
た

２

５

(1)

(3)

(4)上
記
の
例
以
外
で
も
、
条
件
を
満
た
し
、

イ

３

４

同
じ
内
容
で
あ
れ
ば
よ
い
。

３

ウ
（
例
）
優
れ
た
発
想
や
表
現
が
な
け
れ
ば
良
く
な
い

４

４

上
記
の
例
以
外
で
も
、
条
件
を
満
た
し
、

(6)

（
十
七
字
）

１

次
の
例
の
よ
う
に
適
切
な
内
容
で
あ
れ
ば

よ
い
。

ア

省

吾

身

２

(2)

（
例
）
Ⅰ

ば
あ
や
、
い
な
い
い
？

二

一

イ

２

２

Ⅱ

新
し
い
登
場
人
物
が
現
れ
て
次
の

展
開
が
予
測
さ
れ
る

４

４

(1)

（
例
）
Ⅰ

叫
び
声
が
聞
こ
え
た

Ａ

歯
車

２

Ⅱ

こ
れ
ま
で
の
静
か
で
落
ち
着
い
た

(2)

様
子
が
一
変
す
る

Ｂ

時
計
と
い
う
は
た
ら
き

２

（
例
）
連
続
し
た｢

わ
た
し｣

と
い
う
も
の
が
想
定
さ
れ
る

４

６

※

次
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の

(3)

４

（
二
十
字
）

２

を
正
答
と
す
る
。

２

Ⅰ
（
例
）
ま
っ
た
く
同
じ
体
や
同
じ
記
憶
を
持
っ

４

①

第
一
段
落
に
、
【
コ
ラ
ム
】
を
も
と
に
自
分

(4)

て
い
て
も
、
再
構
成
し
て
動
き
出
し
た
瞬
間

の
意
見
を
書
い
て
い
る
。

か
ら
起
こ
る
経
験
が
違
う

（
四
十
二
字
）

②

第
二
段
落
に
、
①
の
理
由
を
書
い
て
い
る
。

Ⅱ

経
験
そ
の
も
の

２

※

次
の
点
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
点
数
を
減

１

４

ず
る
。

(5)

２

４

・
字
数
が
百
五
十
字
未
満
、
ま
た
は
二
百
字

(1)

を
超
え
た
場
合
は
１
点
を
減
ず
る
。

４

４

(2)

・
二
段
落
構
成
で
な
い
場
合
は
１
点
を
減
ず
る
。

（
例
）
迫
力
と
優
し
さ
の
あ
る
長
く
生
き
て
き
た
人

４

(3)

の
思
い
が
詰
ま
っ
た
よ
う
な
顔
で
あ
っ
た

・
表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語

（
三
十
三
字
）

句
の
意
味
、
用
法
、
主
述
の
照
応
等
）
が

三
か
所
あ
る
も
の
は
１
点
、
四
か
所
以
上

５

（
例
）
戦
前
の
女
の
子
が
ど
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
か

４

６

あ
る
も
の
は
２
点
を
減
ず
る
。

(4)

（
十
九
字
）

２

・
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
か
な
づ
か

Ａ

や
り
と
り

２

い
、
句
読
点
、
符
号
の
使
い
方
等
）
に
つ

(5)

い
て
も
、
右
の
基
準
を
適
用
す
る
。

Ｂ

さ
さ
や
く

２

（
例
）
Ⅰ

と
、
そ
の
時

６

(6)

Ⅱ

こ
れ
ま
で
の
展
開
に
区
切
り
が
つ
い
て

新
た
な
展
開
が
始
ま
る

０

６

（

省

略

）

１００１


